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１ はじめに 

  昨年度より課題研究委員会に所属して,工業科  

 目と数学を融合させた授業を目指して研究を行っ

ている。本校の生徒は,数学に対して苦手意識が強

いが,工業科目に絡めた授業をすると,興味を示す

ことがある。昨年度は課題学習として「三角比を用

いて体育館の高さを測る」ことを,本校にあるトー

タルステーションという光波測距儀を用いて研究

した。今回の課題学習でもトータルステーションを

用いたり,オシロスコープを使ったりして,数学Ⅰ

と数学Ⅱに焦点を絞り,授業でも生徒たちが意欲的

になれる工夫をして,研究に取り組んだ。 

 

２ 研究目標 

  数学Ⅰ,Ⅱの内容を通して，数学が日常生活に使

われたり，工業科目ともつながったりすることを認

識させる。 

 

３ 研究の仮説 

  数学の内容を工業科目と関連付けを行うことで

生徒は数学の必要性を感じるとともに，学習意欲を

持たせられるのではないかと考えた。 

 

４ 研究の内容 

(1) 三角関数と正弦波交流 

    本校にはオシロスコープと呼ばれる電気信号  

   を視覚的に波形に表すことができる機械がある。

家庭用コンセントから供給されている電圧を,

オシロスコープを用いて観測すると次のような

波形が得られた。 

 

写真１ オシロスコープによる電気信号の波形 

  

    この正弦波交流の仕組みを研究すると,三角

関数（正弦）のグラフと同様な仕組みであるこ

とが分かった。電磁誘導の法則によれば,コイ

ルを 1回巻きと考えると, 磁束𝜙[Wb], 時間𝑡 

[s]とすると,その電圧 𝑉 [V]は 

   𝑉 = −
∆𝜙

∆𝑡
 … ① 

   コイルの傾きが𝜃で,𝑡 = 0のときの磁束𝜙0とす

ると 

             𝜙 = 𝜙0 cos 𝜃   

    と表せる。コイルの角速度を𝜔[rad/s]とする  

   と 

          𝜙 = 𝜙0 cos 𝜔𝑡 … ② 

     と表せるので, ②を①に代入すると 

𝑉 = −
∆𝜙0 cos 𝜔𝑡

∆𝑡
 

     ここで,
∆𝜙0 cos 𝜔𝑡

∆𝑡
 は 𝑡 について微分すること 

であるから 

  𝑉 = −𝜙0(−𝜔 sin 𝜔𝑡) = 𝜙0𝜔 sin 𝜔𝑡 

   と表すことができる。 

 

 



(2) 余弦定理とトータルステーション 

   数学Ⅰの授業において,私が過去に受けた試 

  験問題を紹介した。それは,次のような問題で 

   ある。 

    あなたは発展途上国にいます。現地の人があ

なたに,「あの池に橋を架けたい。そのために長

さを測りたいのですが,Aと Bの距離がどれくら

いあるか正確に測れますか。」と尋ねてきた。条

件として,角度を測る分度器と長さ 10mのロー

プのみがあります。あなたならどのように測り

ますか。 

 

 

    授業で生徒に質問すると,ユニークな意見が 

出た。 

・ 泳いで 10mロープをいくつ分か数えること

で池の中で長さが測れる。 

・ ある一点を定めて, 三角形を作って角度と

２辺の長さを測り, 余弦定理で求めること

ができる。 

 

２つ目の意見で出た方法を用いて, 体育館

の横の長さ(奥行)を測ることにした。体育館の

２地点 A, B を選んで, 同様な手順で余弦定理

を用いて長さを測ることにした。建設工学科の

生徒はトータルステーションと呼ばれる光波

測距儀を用いることができるので, ２地点 P,Q

を選んで２辺とその間の角を測り, 体育館の

幅を測ることにした。 

 

 

写真２ 体育館の横の長さ（奥） 

 

表１ ２辺の距離とその間の角θ 

P 地点 Q 地点 

PA 21m QA 30m 

PB 43m QB 70m 

間の角θ 85° 間の角θ 29° 

 

５ 研究の成果と課題 

  今回関わってくださった先生方の協力のもと, 

数学と工業科目を融合させた問題作成ができるこ

とを大変嬉しく思う。本校生徒にとって, 数式の意

味は解釈しづらいかもしれないが, 三角関数と関

わっていることが分かってくれればそれで十分で

あるとも考える。余弦定理を用いて体育館の横の長

さを求めるときに,どちらもほぼ正確に 46mという

値になったので, 数学の有用性を実感することが

できた。工業と数学は共通している部分が多くあり,

数学のネタの宝庫とも言えるかもしれない。時間を

見つけて, 研究をしていきたい。 
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